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NKK技報 No.174 (2001.8) LPG船向け低温用アルミキルド鋼板

　写真1に母材のミクロ組織を示す。制御圧延と制御冷却

を組み合わせたTMCP技術の適用により，微細なフェライ

ト -ベイナイト組織となっている。

表2　低温用アルミキルド鋼板の化学成分例

　表3に母材の引張，曲げ，およびシャルピー衝撃特性の

例を示す。また，溶接性を示すデータの一例として，最高

硬さ試験の結果を図1に示す。高強度鋼であるKL37にお

いても長さ 10mmのショートビード溶接時の最高硬さは

ビッカース硬さで270以下であり，一般的には仮付け溶接

の際の予熱は不要である。

　溶接継手特性の例として，表4にKL37のFAB溶接継手

およびエレガス溶接継手の作製条件ならびに各継手の機械

的性質を示す。溶接継手の引張強度，曲げ特性，靭性の

いずれも優れた性能を有し，大入熱溶接に十分対応可能

である。

4.　おわりに
　当社は従来より豊富な実績のある低温用アルミキルド鋼

板に加え，高強度かつ大入熱溶接特性に優れた低温用アル

ミキルド鋼板を開発し，品揃えを一層充実した。開発鋼は

すでに大型LPG船への適用が進んでおり，LPG船需要の

高まりとともに，今後更なる実用化が期待される。


